New Clinical Clerkship実習要領（泌尿器科・男性科）
連絡先 :久米春喜　教授、佐藤悠佑　助教、野宮　明 医局長
電話：医局 33566 (03-5800-8753)、久米教授　PHS 30430、野宮PHS 30432
1.　スケジュール（集合時間・場所・内容など）
臨床実習は東大病院で行う

	
	午前
	午後

	月
	9:00  A棟8階北病棟　実習室集合
オリエンテーション

終了後、病棟実習
	14:00　第1研究棟3階
泌尿器科医局集合

クルズス

終了後、病棟実習

	火
	手術
	手術

	水
	9:00  A棟8階北病棟集合
教授回診
症例プレゼンテーション
	病棟実習又は手術

18:15  外来カンファレンス＋医局会（泌尿器科医局にて、任意）

	木
	手術
	手術

	金
	8:00 ガイドライン勉強会
（泌尿器科医局にて、任意）

病棟実習
	14:00　第1研究棟3階

泌尿器科医局集合

クルズス

15:30  教授試問　(終了17:00予定）


注）月曜日が休日の週は、火曜日の09：00に8階北A病棟面談室に集合する
指導内容・注意点など
〇学生は各チームに配属される

〇開始時刻、終了時刻はチーム毎に設定される

〇遅刻・中途退出・早退はチーム医師の了解を得る

〇チームの全患者の診療に参加する

〇認証された範囲で医療行為を行う

〇積極的に診療に参加する
〇指定された患者の診察・問診・レポート作成を行う

〇水曜の回診時に自己紹介スライド1枚、担当症例スライド3枚以内でプレゼンテーションを行う（手術の図を載せること）
2.　レポートの表題・内容など
	
	表題・内容
	本文
	添付資料

	1
	指定された症例の病歴・経過
	2枚位
	手術図を1枚以上

	2
	泌尿器科学に関する最近の臨床論文の抄録
	2枚位
	表を1枚以上


	3
	実習の感想・泌尿器科診療の印象
	1枚
	


〇 様式は東京大学泌尿器科学教室のhomepageの左端「学生実習」からダウンロードする（ファイル名：clinical clerkshipレポート様式）。
〇 教授試問時は、各自のレポートを教授提出分と他の医学生分を含め、計7部を左上をステイプラーにて綴じた上で、持参すること。
〇 添付する手術図は、自分の目で観察した通りに描くこと。間違っていてもかまわない
3.　実習の狙いと目標
泌尿器科学とは、尿路と男性生殖器に関する医学である。性格や機能の異なる多様な臓器を、外科的または内科的に多彩な手法で治療する分野である。主な疾患としては、悪性腫瘍、結石、感染症、排尿障害などがある。最近ではロボット手術も行ない、他の外科系に一歩先んじている。
実習では、これらの疾患の患者を受け持ち、手術や処置に参加してもらう。病歴をまとめるとともに、教科書的な事項や最新の進歩も学習する。受け持ち患者以外の患者やその疾患にも関心を持つこと。併せて、診療の現場では、患者さんや他のスタッフとの人間関係の実際も体験する。約束を守ることが人間関係の基本であることも学んで欲しい。
4.　評価方法（以下の点を評価する）
　1)　レポートに記された担当医の評価
　2)　レポートの内容と発表様式
3） 時刻・約束事項の遵守（遅刻・早退は事前に連絡のこと）
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